










要約 川崎病心後遺症に対する冠動脈バイパス術において,患児の成長に伴う術後バイパス

グラフトの変化を経時的に追跡することは重要である。今回,バイパスグラフトの長さと径

を血管造影から定量的に計測する方法を考案し,その測定精度を検討した。グラフト長は

35㎜シネフィルムに正面及び側面の2方向で撮影したグラフト像から立体ピタゴラス定理

を用いて求め,グラフトと同位置で撮影したグリッド像より算出した補正率で拡大率と球

面収差を補正した。グラフト径は digita1 化画像解析システムを用い,グラフト像の輝度レ

ベルの最大変化点を血管の辺縁として測定した。次に,ファントム実験によりこれらの方法

が優れた測定精度であることが示された。本法によりグラフトの経時的変化が定量的に求

められ,川崎病術後患者の追跡やグラフト材の特性の評価に有用であると考えられる。 


